
救急隊員の疲労度について

Study on the Fatigue of Ambulance Men in TOKYO 
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In Tokyo the ambulance service is performed with 155 ambulance cars. They transported 

263，941 people to receiving hospitals during 1981. 

This study was conducted on the complaints of 54 ambulance men at 3 fire stations while they 

were on the 24-hour duty， day duty， off duty and weekly day off. 

It was found out that their fatigue increased by the sudden stops of night sleep and disorder of 

their physiologicaJ rhythm during the 24 hours of a day 

Most important factors for them are to take nutritious foods， good sleep and rest at home， im-

prove their physical strength and raise their spirits of service. 

1.はじめに

現在東山消防庁の勤務体制は. 2昔日及び3昔日

交代制であ・1 従来より勤務時間及ぴその他の勤

務条件において改普されてきている c

しかし当番における24時間拘束という勤務

体制は変わりなし当番内に発生する災害にはい

ついかなる時でも出場しなければならないのであ

る。

このような勤務状況の中で図 lにみられるよ

うに毎年出場件数の増加する一方の救急隊買の勤

務中における疲労度について調査したのでその結

果を報告する。
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図 1 過去 5年聞の救急出場件数

*第四研究室 **教費目畢 様車事狛iT消防署

2. 鯛査の目的

救急隊良の勤務中における疲労の状況について

調査し.労務管理上の資料を得ることを目的とす

る。

3. 調査の方法

(1)閥査日

調査期間は，昭和56年 9月15日から 11月20日

までの問。

調査・測定は，各隊とも表 1のように週休後

の当番目及び非番後の日動日とした。

表 1 調査日

(2) 闘査の場所

調査・測定は.各隊の所属事務室又は寝室てや

実施した。

(3) 閥査対象者

調査対象の救急隊の選定は，出場件数の多い

隊 I隊，普通の隊 1隊及び高層住毛により特異

な労働条件下で活動する隊 1隊，計 3隊27人と

しfこ。
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調査対象者の身体的特徴は，表 2に示すとお

りである。

表 2 測定対象者の身体的特徴

隙 別 111 n 年齢l企 l'1純咋Z主 Fを担位峨 身民!c・1
I '~ J 1 平
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(4) 関査項目及びスケジュール

調査項目は， 自覚的症状調査，心拍数測定，

血圧測定.フリ γ カ -f~i 測定，体温測定.行動

概要調査でスケジュールについては，表3のと

おりである。

表 3 測定日スケジュール

8 : 15十itll]定対象者出勤順に電極稲装

8 : 30十心拍ilIl]定器計調!日J司始

8・50+大交代終了後アンケ ト用紙記入
被測定者調査表 (男IJ記様式2号)
自覚的症状調査表 (別ぷ様式3号)

9 : 00+血圧，体温，フリッカ 測定

12・00+血圧，体温，フリ yカー訓1]定

15 : 00十血圧.体温.フリ yカ-iJtl]定

18 : 00十血圧，体1E，フリ yカー測定

21・00十血圧，体ja.フリ yカー測定、自覚的症
状調査表

(時間前に就寝する時は.就泌l時に測定)

24 ∞十夜間出場があった場合にのみ時間に関係
なく，血圧，体温，フリ yカー測定を帰

3・00ァ男(所)後測定して下きい。

6 ・00十起床後

血圧.休1E，フ リ y力一測定

8 : 00+アンケート用紙記入 自覚的症状調査表・
当番翌朝の感想記入

8 : 25↓血!土，体温.フリ y力一副1]

8 : 30+心拍測定器付illリ終了

※ 日野j日ifli]定も 当番目測定に準ずる。なお，

出向等の場合は，帰富(所〕後測定する。

(101) 

ア 自覚的症状剥査(表 4) 

査用紙は， 日本産業衛生協会産業疲労委

員会制定の様式を用いた。

質問は身体的症状J. r精神的症状J. 神

経感覚的症状」の 3群により構成され，各群

10項目，合計30項目にO印で答えるようにな

っている。

調:売時期は.勤務開始時から 12時間毎に勤

務中，勤務終了時の 3回調査した。

イ 心拍数出I]~与( リ真 1 ) 

心拍数は，無拘束簡易心拍数記憶装置を用

い，当番目の勤務開始時から勤務終了時まで.

自動日は，勤務開始時から翌日の勤務開始時

までの連続24時間行った。

長〆

写真 1

ウ 血圧測定 (写真 2) 

当番目の血圧浪1]定は，勤務開始後の 9時00

分から 3時間毎に行い睡眠時間帯においては，

救急出場があった時のみ帰署(所)後に行い.

日勤日は.勤務開始後の 9時00分から 3時間

毎と退庁時前の17時00分及び翌 8時30分に行

った。

写真2

エ フリ γ 力一値測定 (写真 3) 

フリ yカー値測定器を用いて降下法により

血圧と同時刻に測定した。



表 4 自覚的症状調査表

昭和年月日

]氏名 ( 

2 年齢満 歳

次に示すような症状があったら項目のO印の中にO印を.ない場合は×印をつけてください。

A B C 

1 )体のどこかがだるい O 
1 )足もとかたよりない

体のどこかがいたい O 1 )いらいらする O O 

休のどこかのすじがつる O ふらつく O 

2 )全身がだるい O 
2 )一人てーいたい O 2 )動作がさこちなくなる ~ I 話をするのがいやになる O 動作が間違ったりする 01 

3 ) ~.員がいたい
3 )日員がぼんやりする O 

3 )目がつかれる O 
O 

煩がのぼせる O 
目がちらちらする O 
目がぼんやりする O 

4 )頭がおもい O 
4 )考えがまとまらない O 4 )目がし~.:い O 
考えるのがいやになる O 固かかわく O 

5 )肩がこる O 5 )ねむくなる O 5 )きちんとしていられない O

6 )足がだるい O 6 )物事に熱心にならない O 
6 )あじがかわる O 
臭がはなにつく O 

7 )いき苦しい O 
7 )気がちる O 7 )固まいがする

むな苦しい O O 

8 )することに自信がない O 
8 )あくびが出る O することに間違いが多く O 8 )手足がふるえる O 

なる

9 )つばが出ない O 9 )一寸したことが思い出せ
口がねばる O ない O 

9 )まぶたやその他の筋がぴ

口がかわく O どわすれをする O 
〈ぴくする O 

10) ひや汗が出る O 
10)物事が気にかかる O 10)耳が遠くなる O 
物事が心配になる 耳なりがする O 

• 
JU 

写真3

フリッカー値は，中枢神経と視神経とが連

動(疲労に伴って視細胞の機能低下が現われ

る)ことを利用して疲労を測定するのに用い

られ，平常値を基準として疲労時値を測定す

るものである。

オ体温調IJ定

体温は. 0.05
0

Cまで測定できる婦人体温計

を用いて血圧，フリ yカー値と同時刻に測定

した。

カ行動概要調査(表 5) 

調査は，調査対象の当番目， 自動日の行動

概要を記録し，心拍数の変動との関係，消費

カロリーの算出等の資料とした。

調査方法は， 自記方式で 10分単位毎に記録

できる用紙を用いて調査した。

表 5 行動概要調査

氏名

¥¥  
γ一一

例 8時 9時
トーー

分
10 出場

1T 
20 

動
30 

概
40 

要
50 空室理
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4 調査結果

調査期間中における当番中の最多救急出場は，

T隊(3部)が13回であった他は，長時間にわた

る救急処置及び心肺そ牛等を行う傷病者は扱って

いないし夜間に述 ~f;離搬送もしていない。

今回の鱗査結果は，次のとおりである。

(1) 自覚的症状調査

ア総訴え率

総訴え率は，次式で求められる。

その対象集団の総:訴え数
(すなわち 'OJ印の総数). .~. .~ ，." ""::". x 100 (%) 
項目の数×対象集問ののべ人数 一

今固め調査結果は，図 2にみられるように

放も訴え率が高かったのは， 当番目の勤務終

了時で14.4%.逆に最も低かったのは，日勤

(%) 
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15 
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5 

週休 l 当番
21時 8時30分9時

後の当番目の勤務開始時で. 1. 7%であった。

また，勤務開始時の固有訴え率が高かった

のは，非番，週休後の当番目の勤務開始時で

社会一般にいわれている「月曜病」と類似し

たf頃向である。

当番目， 自動日とも身体的症状の訴え率が

高くなっており，さらに勤務開始時より勤務

終了時に高くなっている。

当番目における各症状の訴え率の順序関係

は，身体的症状>精神的症状>神経感覚的症

状となっており，勤務開始時から勤務終了時

まで変わっていない。日勤日は，わずかな訴

え率であるが自動開始時が，身体的症状>精神

的症状>神経感覚的症状であるのに対し，終

了時は，神経感覚的症状>精神的症状となっ

ている。

20 
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図2 自覚的症状

イ 身体的症状 (図 3) 

各訴え項目についてみると日勤日は，概し

て訴え率に変化がないが.当番目の勤務終了

時に「体のとこかがだるい」が48.15%. '足

がだるしりが29.63%と訴え率が顕著に高く

なっている。

ウ 精神的症状 (図 4) 

当番目の勤務終了時に「頭がぼんやりする」

が37.04%. '考えヵ、まと まらない」 と 「ねむ

くなる」が25.93%と訴え率ヵ、高くなっており，

身体的症状と同様の傾向である。

エ神経感覚的症状(図 5) 

当番目の勤務終了時に「目がつかれる」が

48.15%.'目がしぶい」が37.04%と訴え率が

尚くなっており，前イ・ウの症状群と同様の

{頃向である。

(2) 心拍数測定 (表 6) 

心拍数の測定には，損1]定対象者全員に「長時

(103) 
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企一也 !夜勤務開始時(翌8; 30) 
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品~，-A 当世!勤務開始時(翌8: 30) 

50(%) 
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x・・4 勤務終了時(17;00) 

:û~差 もみられない。

イ 覚醒時心拍数

当番目と自動日の目覚めている時間の毎分

当たり心拍数は，あまり変化がみられない。

睡眠時，~、拍数

延べ睡眠時間についてみると当番目が日動
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間心拍測定器」を装着したが，同対象者で当番

目及び日動日における連続24時間の心拍測定記

録が得られたのは 9人18例であったのでそれ

らについて分析を行った。残りの人においては，

当番目又は日勤日のある時刻に一部欠落があっ

たので今回の比較対象から除いた。

24時間概算心拍数

一般的に労働負担からみて当番目には日勤

図 3

図4
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図5 神経感覚的症状

エ 救急、出場時心拍数

救急出場時の毎分当たり の心拍数l丸 87.2

で睡眠時及び安静時と比べるとかなり多くな

表6 心拍数の変化

ーーー一一一一一一一一一一 当番 目 自動 日

24 時間
N 9 9 

干高n心拍数 X 113.409 111.692 

(回) S.D 5.20~ 6.365 

N 9 9 

X 18時間20分 16時間12分
時 |問

党醒時 S.D. 40分 35分

心拍数 R 85.4 84.9 

(回/分) S.D 3.5 4.9 

N 9 9 

X 5時間40分 7時間48分
Bキ 性問

睡眠時 S.D 40分 35分

心拍数 X 58.1 62.7 

(回/分) S.D 6ι 6.8 

N 9 

安瀞時 心 J自数 互 66.5 

(回/分)I S.D 4.1 

N 51 

X 44分
時 間

救急:Jl，場時 S.D 20;:，} 

心 J白数 X 87 .2 
(巨]/分)

S.D. 12.0 

日より約 2時間少な くなっているが，毎分当

たり心拍数は，あまり変化がみられない。

っている。

オ 心拍数の日内リズム(図 6) 

心拍数は，公開ifJiく夜間に低くなるという

日内 リズムがあるが，救急出場は，昼夜間を

問わず行われるため当番には.この日内リ ズ

ムに変動がおきてくる。そのl1~IJ として図 6

(図の波形は分間当たり の平均心拍数を

示し，それぞれの矩形の面積は，心拍数の総

数和留さはその聞における 1分間当たりの

平均心拍数を示している)にみられるように

心拍数は，畳間に向く夜間に低くなり，ニの

ことは，心臓が夜間に休養していることカ、わ

かる。また唾眠時に出場があると急激な心拍

数の上昇がみられ，昼間時においても出場カ、

あると心拍数は上昇しているのがみられる。

(3) 1日の消費カロリー(表7)

当番目と自動日では，あまり変化がみられな

表 7 日の消費カロリー (Cal)

自動日

9 

2，920.4 

293.6 
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時刻

被測定者一:T. T (48議)

24時間概算心拍数・ 122.234回

安神時 89.3 (回/分)

時眠時・ 71.1(回/分)

14 : 00 

図6 心拍数の24時間の変動

い。これは，測定対象者の半数以上の者が日勤

日に訓練を行い，当番目と同じような身体的負

担があったためと思われる。

なお日の消費カロ ljーは， 24時間の行動
概要調査表により次の方法で算出した。

体表面積(m2)=体重(kg)0.444

×身長(cm)O.663X88.83X 10-' 

1日の警礎代謝量(k四 1/日)=基礎代謝基準

値(Ca1/ m2 /時間)X体表面積(m2)

X 24 (時間)

1日の安静代謝量(Cal/日)=基礎代謝量

(Cal/日)X1.2 

~ RMR X t (分)=24時間のRMRの合計

(RMRとは，エネルギ一代謝率のことで

運動代謝/基礎代謝で表わされる。なお，個

個の動作時におけるRMRは表 8を使用した。)

超過代謝量(Cal!日)=基礎代謝註(CaIl日)

X~ RMR 

(106) 

1日の全消費カロリー(Cal)=安静代謝

+超過代謝量

表 8 救急隊員の消費カロリー

業 務 時間(分) RMR Cal 

交替 時点検 25 1.5 65 

事務処理 420 1.0 873 

勤 務 75 0.8 143 

休 憩 98 0.3 140 

日常整備 5 2.0 15 

ヨ11 練 118 4.0 583 

日夕点検 10 1.5 25 

教 養 30 0.3 43 

i青 掃 28 2.2 90 

救急出場(8回) 333 1.5 728 

日垂 目民 308 -5%8 278 

ぷ"入 計 24時間10分 ( M1.30) 2.989 



(4) フリ ッカー値測定 (図 7. 8) 

当番目のフリ ッカ-f直は. S. T隊とも日 内
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図7 当番目におけるフリッカー値，体温，血圧の変化
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を示している。また各隊とも翌 6時には.若干

低い1t!{を示している。

日勤日は，朝を jti供として各隊とも退庁時に

向かつてf余々 に低;い11立を示している。

(Hz) 

42 

7 

J40 

j¥1自

38 

('C) 

37.0 

体

1且

36.5 

36.0 

(mmHg) 

140 

120 
血

圧

1∞ 

80 

60 

t-F〈 2.‘¥.
九三三立三ごニーニコーニコ一一 一--ー旬--.. 

。一一一--0S隊(n= 9) 

.--ーーーー・ K隊(π=9) 
x一一-)(T隊(π=9) 

r-----~--、--)(ι日一一九一一.--_--7¥.一 九ー"--ぜ

、、、、ウく一一一一一一一一一一一 ー . 
一一一一一一一一一一-x

ー・.一一一ーー・---・ー-一一一一一一『ー-・・ー一一一一→ ーー国'国.匂....... 

x、、 ，ーー持ーー一-ー-ーー一一一一..........*-- 一一ーーーーー一~

.o::~ ー---~・--ーー・一一一--ーーー-一一-ー・・・寸..----一--------一一一一・・・・4・

9 12 15 18 21 。 3 6 9 (時)

時 主IJ

図8 自動日におけるフリッカー値，体温，血圧の変化
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表 9 消費カロリーの計算例

行動概要 時 主IJ 分 RM R 
時削内積算

R M R 

大 交 代 8 : 30-9 : 00 30 1.5 45 

事務態理 9 : 00-9 : 40 40 1.0 40 

救急出場 9 : 40-!l : 06 86 1.5 129 

事務艶理 11: 06-11: 40 M 1.0 M 

主主 食 11:40-11:49 9 0.4 

t 

時 11世 1 : 20-6 : 00 280 0.25 一70

休 惣. 6 : 00-6 : 20 20 0.3 6 

r荷 十』 6 : 20-7 : 00 40 2.2 88 

朝 食 7 : 00-7 : 20 20 0.4 8 

事務監理 7 : 20-8 : 30 70 1.0 70 

メ日入 d十 1.440 1，272.4 

体表面械(01')=54(kg)1I川 X160(cm)O届3X88.83X10-' 

=1.51 

1左目宣代謝最(Call日)=37.5(C.l/01'1時間)X1.51(01')X

24(時間l)=1，359 

安熔代謝l，!(C.II日)=1.359(Call日)X 1. 2= 1.631 
L (RMRX 1 (分))= 1，272.4 

超過RMR= 1，272 .4/1，440 =0.884 

超過代謝量(Call日)= 1.359( Call日)X 0 . 884 = 1 ，200 8 

l自のi闘賞カロリー(Ca 1 ) = 1 ，631 + 1 ，200 8 = 2，831 .8 

(5) 体温測定.(図 7，8) 

当番目， 自動日とも日中体温は，夜間の体1昆

より高<.体温の日内リズムをよく表わしてい

る。

(6) 血圧測定(図 7，8) 

当番目， 自動日とも大きな変動はみられない

が，フリッカー値，休温と同じように血圧も日

内リズムがみられ夜間に低くなる傾向がみられ

る。

5.考察

(1) 自覚的症状訴えについて

ア 総訴え率及び各症状の訴え率からみると，

各測定時刻とも自動日に少なく当番目に多く

なっており，当番目の勤務終了時には.他に

比較して高い訴え率がみられる。さらに勤務

終了時の各症状の訴え率の順序関係は，当番

目では，身体的症状>精神的症状>神経感覚

的症状. 日勤日では，身体的症状>神経替覚

的症状>精神的症状となっており，吉竹らの

(109) 

分類する「精神作業型・夜勤型」が当番目，

「一般型」が日動日と類似している。また当

番目においても睡眠はするものの当番日の翌

8時30分と自動日の翌 8時30分の訴え率とで

は，顕著に当番目の訴え率が多くなっている。

これらから当番目には 24時間拘束の中で，

身体疲労の蓄積や精神的緊張の連続及び深夜

の救急活動による疲労ヵ、大であり，非番目及

び日勤日の自宅での休養が効果的かつ必要でh

あることを示している。

イ 各症状別の項目について25%以上の訴え率

を示す (訴え$が25%以上というのは 4人

に I人以上の訴えということであり，経験的

にみてこのくらいあれば訴えず多いとみても

よいであろ うと考えられている。)ものは，い

づれも勤務終了時の訴えで「休のどこかがだ

るいI目がつかれる」が48.15%. '頭ヵ、ぽん
んやりするJ'目がしぶい」が37.04%，'足カ、

だるい」が29.63%，'考えがまとまらない」

「ねむ くなる」が25.93%となっており，身体

的疲労，精神的疲労が顕著にみられる。

(2) 心拍数について

ア 24時間の積算心拍数は，当番目と自動日と

で，あまり変化はない。これは， 日勤日に救

急活動訓練を行った者や夜に飲酒した者がい

たためと恩われる。特に飲酒した者の積算心

拍数は， 136，164固と多く夜間においても心拍

数の降下は小さいため心臓負担は大きいと思

われる。

イ 覚醒時と睡眠時とを比較すると，心拍数に

ついては，あまり変化が認められないが，睡

眠時聞は， 自動日より当番目の方が約 2時間

少なしさらに当番目の夜間には，救急出場

による連続する睡眠の中断という阻害が，疲

労の原因の 1つとなっている。また.文献に

よると交代勤務の影響は.各種の健康障害を

ともなって発生し，特に消化器障害やその他

呼吸器 ・循環器の疾患や各種の神経系症状の

悪影響など多方面にわたるといわれている。

ウ 救急出場時の心拍数は，睡眠時と比較して

かなり 高くなっている。 また人聞は， 自然な

あり方として昼間に活動して夜間に眠るとい

う日内リズムをもち，心、拍.休i1i， 血圧等生

理的機能も同様に変化するものである。しか



し，夜間の救急出場は，この日内リズムを一

時中断し，精神・身体を昼間と同様な活動レ

ベルまで高めた緊張状態で傷病者に対して適

切な救急業務を達成しなければならないので

ある。この業務は，身体・生理・心理的に相

当大きな負担であると思われる。

(3) 1日の消費カロリーについて

当番目と自動日では，あまり変化がみられな

いが，隊員の消費3ロリーは，約3000Calで一
般的な労働強度分類(表10) と比較するとやや

重い労働に相当する と恩われる。

表10 所要量計算時の労働強度分類
(Cal) 

労作強度 男 女

軽い労働 2，200 1，800 

普通の労働 2，500 2，000 

やや遭い労働 3，000 2，400 

重い労働 3，500 2，800 

(4) フリッカー値について

自動日をみると登庁時の朝を基準として退庁

時に向って徐々に値が低 くなるがわずかであ り，

この程u度の疲労は，休やよりその日のうちに

回復するといわれている。

一方.当番目は， K隊を除いて殆んど変化は

みられず， K隊は15時の測定をピークとして高

くなっており ，21時には.他に比べて低い値を

示しているが，この増減は，調IJ定誤差によるも

のと思われる。

各隊とも当番目のヨ型6時には，若干低い値を

示しているがこの時刻ではまだ充分に目覚めて

いないとも考えられる。

(5) 体温について

体温は，朝 6時頃から11時にかけて上昇し

17時頃まではその高い水準を維持し，以後は次

第に低下して真夜中の l時頃には，低い水準に

達し，朝の 6時頃起床するまてオ.g;い水準を維持

して，この山と谷の差は，約 1.Cに及ぶといわ

れている。この夕方から翌朝にかけての体温の

低下は，心身を休ませていることによるもので

ある。

当番目， 自動日とも日中の体iJiiは，夜の体温

より高〈体混の日内リズムをよ く表わしている。

(6) 血圧について

最高血圧は，運動したり興奮したりすると上

( 110) 

昇するが，最低血圧は，外部の条件にあまり影

響されないといわれている。

当番目， 日勤日ともフリ ッカ一億・体温と同

じ様に血圧も日内リズムがみられ夜間に低くな

る傾向がみられる。

6. ま と め

今回の調査結果をまとめると次のとおりである。

(1) 非番目， 日動自の夜の休養が有効に作用して

いることから，非番目. 日動日の夜間は，無理

な行動をひかえ十分に休養した方がよい。

(2) 当番中の救急業務は， 日内リ ズムが崩れ身体

精神に大きな;j診響がある。従って疲労の状態に

応じて隊貝の交替を配:Q:する必要がある。
(3) 諸生理機能に陸E害のある隊員 (高血圧症等)

は，特に夜間出場の負担は大きいので早期治療

と節制を徹底して行うべきである。

(4) 救急隊員の l自の消費カロリーは，約3000

Calと多いので朝食の欠如等は，避け，適度の

栄養摂取が必要である。

(5) 救急隊員の疲労度については，今後更に多〈

の例数を収集し，疲労度合の定量化を定めるた

めの調査・研究をする必要がある。

7.謝辞

本研究に測定対象者として協力をいただいた小

石川救急隊，新宿救急、隊.高島平救急隊員のみな

さま，ならぴに関係各位に深〈感謝いたします。

8.文献

1) 吉竹博:労働科学叢笹33 産業疲労一自覚症

状からのアプローチ ( P2l)，労働科学研究所

(昭和50年)

2) 荻島浩・日大医学雑誌第36巻(P 703)， 1977 

年

3) 三浦豊彦・ほか:新労働衛生ハンドフ¥yク

( P499)，労働科学研究所(昭和49年)

4) 酒井敏夫・ほか.消防官の労働医学的研究

( P21)，東京消防庁人事部(昭和48年)

5) 吉竹博:労働科学昔著書33 産業疲労 一自覚

症状からのアプローチ (p 33)，労働科学研究

所 (昭和50年)

6) 吉竹博:労働科学被害33 産業疲労 一自覚

症状からのアプローチー (P155)，労働科学研



究所(昭和50年)

7) 斉藤一:労働科学叢番目労働時間(P86)， 

労働科学研究所(昭和56年)

8) 沼尻幸吉:労働科学叢書30 働く人のエネル

ギー消費(p5)，労働科学研究所(昭和47年)

9) 中西光雄:体育生理学実験(PI35). 技術書

院(昭和54年)

10) O. G'エドホルム著佐々木隆訳:暑さ寒

さと人間(PlO).朝倉書院(1980)

)
 
，，
 •. 1
 
1
 
(
 


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081
	00000082
	00000083
	00000084
	00000085
	00000086
	00000087
	00000088
	00000089
	00000090
	00000091
	00000092
	00000093
	00000094
	00000095
	00000096
	00000097
	00000098
	00000099
	00000100
	00000101
	00000102
	00000103
	00000104
	00000105
	00000106
	00000107
	00000108
	00000109
	00000110
	00000111
	00000112
	00000113
	00000114
	00000115
	00000116



